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あいさつ

新潟は、安政の五カ国条約により、横浜や神

戸、長崎、函館の開港五港の一つとして1869年

に世界に開かれ、2019年１月１日に開港150周

年を迎えました。

新潟開港150周年記念事業実行委員会

会長 新潟市長 中原 八一

この記念すべき節目を新しい新潟を切り拓くスタートの機会として、あら

ためてみなとまちの歴史や文化をふり返り、みなとまちのすばらしさや魅力

を再認識し、これを国内外に向け発信していこうと３年間にわたり記念事業

を展開してまいりました。

「みんなでつくる、みなとまち新潟スタート！」を合言葉に、オール新潟

体制で取り組んだ結果、企業や市民団体など、多くの皆さまからご協力いた

だくことができました。

記念商品等の開発や各種連携イベントなどを通じ、多くの方から新潟は、

「みなと」と共に発展してきたこと、そして「みなと」は、今後の新潟のさ

らなる発展に欠かせない存在であることを感じていただけたのではないかと

思います。

さらに、県内外から参加できる多彩な事業を展開してきたことにより大き

な集客効果をあげるなど、交流人口の拡大にもつながりました。

記念事業の実施にあたり、実行委員会の委員の皆さまをはじめ、ご賛同、

ご協力をいただきましたすべての皆さま方に心より感謝申し上げます。

「みなとまち」は、本地域共通の都市アイデンティティであり、これから

も活力ある拠点都市・新潟を目指す目標像として「みなとまち新潟」を活か

したまちづくりを進めていきたいと思います。

2 Port of Niigata 150th



新潟開港150周年記念事業実行委員会

名誉会長 新潟県知事 花角 英世

新潟港は、開港五港の一つとして佐渡夷港と

ともに明治元年に開港いたしました。以来、幾

多の難局を乗り越えながらも着実に整備を進め、

2019年１月１日に開港150周年を迎えました。

この記念すべき節目を新しい新潟を切り拓くスタートの機会とし、みなと

まち新潟がさらに発展していくため、新潟開港150周年記念事業実行委員会

の委員の皆さまをはじめ、企業や市民団体など500を超える機関の皆さまか

らご協力いただき、３年間にわたり記念事業を行ってまいりました。

その結果、交流人口の拡大はもとより、拠点性向上やまちづくりの推進に

つながる官民一体となった取り組みを進めることができました。盛り上げに

ご賛同、ご協力をいただいた皆さまへ心より感謝申し上げます。

新潟開港150周年は、新潟港発展の歴史に思いをはせるとともに、新潟の

豊かな自然や多様な地域資源、恵まれた農林水産資源や食文化などを国内外

に発信する絶好の契機となりました。

今後とも、北東アジアの玄関口として港や空港の機能向上を図りながら、

新潟の魅力を磨き上げ、県民の皆さまが新潟を誇りに思い、住み続けたいと

思える新潟、国内外の皆さまが訪れてみたいと感じていただける新潟となる

よう取り組んでまいります。
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新潟開港150周年

みんなでつくる、みなとまち新潟
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